
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 World Rowing  

U19 Championships 

In Trakai, Lithuania 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女子シングルスカル総合 位 
リトアニア・トラカイで行われた U19 世界ジュニア選手権に女子シングルスカルで出場した。初めての世界大会という舞台でたくさんのこ

とを学ぶことができた。リトアニアへの移動の日は思っていたより時間がかかり、体力的にもかなり疲れた。また、時差や食事などに慣れる

ことにもとても苦労した。大会会場では身長も体つきも違い、その迫力に圧倒された。異国の言語が飛び交い、いつもとは全く違う雰囲気に

呑まれそうだったが、自分自身に集中し、レースに備えた。予選のタイム順で次の組み合わせが決まるので予選の結果がとても重要になる。

予選のレースは、リトアニアとラトビアがスタートからスピードの加速感が自分とは全く違い、すぐに見えなくなった。スタートでは見えて

いたクロアチアは 1000 メートルあたりからさらにスピードを出し始め、着いて行こうと食らいついたが、1500 メートル地点からさらに上げ

てくる体力には追いつくことができなかった。6 艇中 5 着と、海外選手との大きな差を感じた。2 日後に行われた準々決勝でも、後半から減速

することなく上げてくる艇のスピードに追いつくことができず、目標としていた Bfinal ではなく、Cfinal への進出となった。Cfinal ではスタ

ートは良いリズムでコンスタントまで進めることができ、イタリア、ドイツと並びながら 1000 メートルを通過した。1250 メートルくらいか

ら少しずつスパートをかけていき、3 艇が競り合いながら 1500 メートルを通過した。ラストスパートを果敢に仕掛け、2 艇を抜いてゴールし

たかったが、海外選手の底力に負け、5 着でのフィニッシュ、総合順位 17 位という世界の大きな壁を実感させられる結果となった。Cfinal で

のレースはとても悔しい結果となったが、国際大会でしか体験できない競り合いができ、最後まで全力を尽くせたことに達成感を感じた。艇

を効率的に進める技術的な面や、後半の爆発的なスピードを出す体力は自分にはまだまだ足りていないことが分かった。今の練習に向き合う

態度や、練習の質を変えて、今よりもさらにレベルアップを目指し、世界で戦うことのできる力をこれからの練習で身につけていきたい。そ

して日本代表選手としてまた世界大会にリベンジできるように努力し続けていきたい。 

R7,11  小松 煌 
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端艇部のインスタグラムでも、各種大会結果等を見ることができます。 

ぜひチェック、フォローしてみてください！ 

世界大会、アジア大会の２回の国際

レースで感じた海外選手との体力差や

練習量の差を埋めるために練習の質を

高め、さらなるレベルアップを目指し

ていきます。 

U23 カテゴリーでも日本代表選手とし

て国際大会にリベンジしていきたいで

す。この大会に関わってくださった

方々や応援してくださったたくさんの

方々のお陰で、全力でレースを楽しむ

ことができ、貴重な経験ができました。

本当にありがとうございました！！ 

 


